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一般会計 決算認定一般会計 決算認定
平成25年度 ９

定
月

例
会

　

平
成
26
年
第
９
回
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
12
日
ま
で
の
11
日
間

の
会
期
で
開
催
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
25
年
度
桑
折
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を
は
じ
め
各
会
計
の
決
算
認
定
６
件
、
平

成
25
年
度
桑
折
町
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
処
分
１
件
、
補

正
予
算
４
件
、
報
告
１
件
、
同
意
３
件
、
発
議
１
件
、
発
委
３
件
の
計

19
件
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
た
。

《
歳　

入
》　

予
算
現
額
に
対
し
て
74

億
９
，
９
４
７
万
５
千
円
、
率
に
し

て
35
・
４
％
の
減
と
な
っ
た
。

○

収
入
増
の
主
な
も
の

・
地
方
交
付
税

　
　
　

１
億
２
，
０
０
４
万
７
千
円

・
町
税　
　

２
，
９
１
８
万
３
千
円

・
諸
収
入　
　
　

７
５
２
万
９
千
円

●

収
入
減
の
主
な
も
の

・
県
支
出
金

　
　
　
　
　

69
億
８
，
８
７
７
万
円

・
国
庫
支
出
金

　
　
　
　
　

５
億
４
，
５
３
２
万
円

・
地
方
譲
与
税　

８
４
８
万
１
千
円

歳入 137 億 600 万 2千円歳出 128 億 1,381 万 1千円

《
歳　

出
》　

翌
年
度
へ
の
繰
越
予
算

額
を
除
く
と
予
算
執
行
率
が
93
・

８
％
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

○

執
行
し
た
主
な
事
業

・ 

除
染
業
務
や
仮
置
場
整
備
等
の
原

発
事
故
対
策
事
業

・
農
産
物
の
風
評
被
害
克
服
事
業

・
健
康
増
進
事
業

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

・
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

・
道
水
路
改
良
新
設
事
業

・ 

学
校
施
設
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

及
び
蓄
電
装
置
設
置
事
業

・
史
跡
・
文
化
財
修
復
事
業

・
姉
妹
都
市
国
際
交
流
事
業

・ 

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
や
多
目

的
複
合
施
設
建
設
事
業
に
着
手

※ 

予
算
の
執
行
に
あ
た
り
、
可
能
な

限
り
国
及
び
県
等
か
ら
の
特
定
財

源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
経
費

の
節
減
合
理
化
等
を
図
り
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
。

議会費
9,297万円 0.7％
（＋510万円）総務費

18億8,275万円
14.7％
（＋6億7,035万円）

衛生費
4億4,826万円 3.5％
（－8,236万円）

民生費
10億6,882万円 8.3％
（＋1,277万円）

農林水産業費
1億9,519万円 1.5％
（－2,957万円）

商工費
6,932万円 0.5％
（＋1,094万円）

土木費
6億7,260万円 5.2％
（＋2億2,354万円）

消防費
70億8,695万円
55.3％
（＋46億1,306万円）

公債費
4億8,918万円 3.8％
（＋4,121万円）

災害復旧費
9,335万円 0.7％
（－2億8,435万円）

教育費
7億1,442万円 5.6％
（＋1億5,110万円）

※％は総額に占める構成比。
※（　）内は前年度増減額。

地方交付税
23億1,960万円
16.9％
（＋3億7,147万円）

国庫支出金
14億6,564万円10.7％
（+6億4,139万円）

県支出金
70億6,089万円 
51.5％
（+45億1,584万円）

町債
3億1,870万円 2.3％
（＋2,730万円）

その他（※①～⑥）
4,008万円 0.3％
（＋483万円） 町税 13億3,274万円 9.8％（＋1,517万円）

分担金及び負担金 7,417万円 0.5％（－44万円）

使用料及び手数料及び寄附金
5,815万円 0.4％（－601万円）

財産収入 367万円 0.0％（0万円）

繰入金 4億5,593万円 
3.4％（+2億252万円）

繰越金 2億8,068万円
2.0％（－4,023万円）

諸収入 1億473万円 
0.8％（＋1,870万円）

地方譲与税 7,863万円
0.6％（－627万円）

※①利子割交付金 276万円（＋11万円）
　②配当割交付金 360万円（+205万円）
　③株式等譲渡所得交付金 487万円（+451万円）

④自動車取得税交付金 2,152万円（－210万円）
⑤地方特例交付金 531万円（＋44万円）
⑥交通安全対策特別交付金 202万円（+18万円）

地方消費税交付金 1億1,239万円
0.8％（－97万円）

自主
財源

依存財源

　

平
成
25
年
度
桑
折
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
決

算
額
１
３
７
億
６
０
０
万
２
千
円
、

歳
出
決
算
額
１
２
８
億
１
，
３
８
１

万
１
千
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
は
８
億
９
，
２
１
９
万
１
千
円

と
な
っ
た
。
実
質
残
額
は
、
繰
越
明

許
費
繰
越
額
５
億
５
，
９
６
７
万
７

千
円
と
事
故
繰
越
し
繰
越
額
２
，
８

９
１
万
５
千
円
を
差
し
引
い
た
３
億

３
５
９
万
９
千
円
と
な
り
、
２
億
円

を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
残

額
１
億
３
５
９
万
９
千
円
を
翌
年
度

に
繰
越
処
理
さ
れ
た
。

決算の概要
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町
長
の
交
際
費
を

公
表
す
べ
き

問　

他
議
会
で
は
、
政
務
調
査
費
の

活
用
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
中
、
町

長
の
交
際
費
状
況
が
不
透
明
、
都
合

悪
く
な
け
れ
ば
公
表
す
べ
き
。

答　

町
長　

別
に
都
合
が
悪
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
の
で
公
表
す
る
。

２
年
連
続
の

実
質
単
年
度
赤
字
の
改
善
策
は

問　

25
年
度
の
決
算
状
況
は
、
一
般

財
源
と
な
る
町
税
の
滞
納
整
理
分
で

不
能
欠
損
額
、
収
納
未
済
額
が
前
年

度
比
較
で
約
２
千
万
円
多
く
解
消
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
で
き
る
金
額

確
保
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
単
年
度
収
支
額
、
実
質
単
年
度

収
支
額
は
２
年
連
続
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。

　

財
政
状
況
を
判
断
す
る
経
常
収
支

比
率
は
年
々
悪
化
し
、
一
段
と
財
政

の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
政

策
経
費
い
わ
ゆ
る
普
通
建
設
事
業
費

を
捻
出
す
る
余
裕
が
少
な
い
。

　

よ
っ
て
、
向
後
２
年
程
度
は
特
定

財
源
等
で
確
保
し
て
い
る
貯
金
を
取

崩
し
諸
経
費
へ
の
充
当
が
予
想
さ
れ

る
が
、
温
水
プ
ー
ル
完
了
後
の
維
持

管
理
費
等
、
年
間
六
千
万
円
程
度
が

一
般
財
源
で
の
対
応
予
想
、
益
々
増

加
す
る
社
会
保
障
費
等
や
老
朽
化
が

進
む
公
共
施
設
等
の
財
源
確
保
策
は
。

答　

町
長　

多
額
の
貯
金
を
確
保
し

て
い
る
の
で
、
財
政
状
況
は
健
全
と

判
断
し
て
い
る
。
財
源
確
保
を
図
る

た
め
に
、
行
財
政
改
革
を
進
め
る
。

公
共
施
設
等
管
理
に
つ
い
て
は
、
早

期
に
基
本
方
針
を
策
定
、
計
画
に
基

き
取
組
む
、
思
い
つ
き
的
な
事
業
執

行
は
行
わ
な
い
。

多
子
軽
減
事
業
の拡

充
を

問　

幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業
の
他
に

町
独
自
に
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
、

町
立
幼
稚
園
・
保
育
所
に
入
園
・
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
第
２
子
半
額
、

第
３
子
無
料
削
減
策
を
し
て
い
る
が
、

未
来
型
の
投
資
と
し
て
更
な
る
対
象

者
の
拡
充
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

国
・
県
の
支
援
の
あ
り

方
を
ふ
ま
え
、
新
た
な
子
育
て
支
援

事
業
を
先
進
地
事
例
に
学
び
な
が
ら
、

27
年
度
か
ら
５
年
計
画
で
策
定
す
る
。

多
子
軽
減
事
業
は
若
者
定
住
策
の
切

り
口
と
し
て
も
検
討
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
が
必
要
で
は

問　

高
度
情
報
化
時
代
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
は
大
変
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
状
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
一
部
不

備
が
見
ら
れ
る
。
開
か
れ
た
町
政
の

情
報
発
信
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
提

供
、
統
一
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
利
用

者
に
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
等
の

役
割
が
あ
る
と
思
う
。
各
課
単
位
で

情
報
発
信
が
可
能
で
も
、
統
括
的
な

責
任
者
の
下
で
の
運
営
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
防
災
関
係
の
情
報

発
信
の
充
実
も
図
る
べ
き
で
は
。

答　

町
長　

一
元
化
し
て
発
信
す
べ

き
、
担
当
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
副

町
長
を
統
括
的
な
責
任
者
で
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
防
災
関
係
も
検
討

し
て
掲
載
し
て
い
く
。

給
食
セ
ン
タ
ー

地
元
農
産
物
の
使
用
を

問　

桑
折
産
の
農
産
物
は
米
を
は
じ

め
と
し
て
、
全
て
の
農
産
物
は
放
射

能
検
査
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど

安
全
な
も
の
は
無
く
、
風
評
被
害
払

拭
の
た
め
に
も
地
産
地
消
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
。

答　

教
育
長　

学
校
給
食
事
業
に
つ

い
て
は
、
①
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
②
安

全
、
安
心
な
食
材
③
望
ま
し
い
食
育

の
充
実
④
桑
折
町
が
見
え
る
食
材
、

生
産
者
が
見
え
る
食
材（
地
産
地
消
）

を
目
標
に
食
育
に
努
め
て
い
る
が
、

献
立
に
沿
っ
た
食
材
が
タ
イ
ミ
ン
グ

良
く
揃
わ
な
け
れ
ば
使
用
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
、
米
も
含
め
て
地
場
産

品
を
多
く
使
用
し
て
い
く
。

農
地
相
談
件
数
の対

応
は

問　

震
災
後
、
農
業
を
取
り
ま
く
環

境
が
更
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り

相
談
件
数
が
多
く
な
っ
て
来
て
い
る

よ
う
だ
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
対
応

し
て
い
く
の
か
。

答　

町
長　

震
災
以
前
よ
り
危
惧
し

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
今
、
国
が
示

し
て
い
る
人
農
地
プ
ラ
ン
の
制
度
等

を
活
用
す
る
た
め
に
も
、
早
急
に
プ

ラ
ン
を
作
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
関
係
機
関
及
び
意
欲
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
と
話

を
進
め
て
い
る
所
だ
。

羽
根
田
八
千
代

議
員

佐

藤

武

朗

議
員

佐

藤

榮

三

議
員

斉

藤
　

謙

議
員

平

井

國

雄

議
員

労
働
政
策
の
活
用
を

問　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
が
更
に
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

有
利
な
労
働
政
策
支
援
事
業
等
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
を

活
性
化
す
る
手
立
て
と
し
て
、
農
家

に
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
を
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

答　

町
長　

お
た
だ
し
の
点
に
つ
い

て
は
回
答
で
き
る
よ
う
な
立
場
に
な

い
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
役
場
内

に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
公
共
職
業
安

定
所
か
ら
来
る
情
報
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。

蚕
糸
跡
地
取
得
の

借
入
金
残
高
は

問　

債
務
負
担
行
為
及
び
、
財
産
に

関
す
る
調
書
に
関
し
て
伺
う
。

　

蚕
糸
跡
地
取
得
に
か
か
る
借
入
金

残
高
を
平
成
22
年
９
月
決
算
時
及
び
、

同
25
年
決
算
時
に
つ
い
て
い
か
ほ
ど

か
。
ま
た
そ
の
返
済
に
お
け
る
一
般

財
源
充
当
額
は
。

答　

町
長　

平
成
22
年
９
月
決
算
時

は
４
億
４
，
８
０
３
万
円
で
、
同
25

年
決
算
時
に
お
い
て
は
２
億
４
，
７

０
０
万
円
で
あ
る
。
一
般
財
源
充
当

額
は
１
，
８
９
０
万
円
で
あ
る
。

　

今
後
災
害
復
興
住
宅
を
新
た
に
39

戸
建
設
す
れ
ば
、
住
宅
用
地
分
と
し

て
約
１
億
円
が
減
る
こ
と
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
そ
の
返
済
財
源
は
国

の
交
付
金
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
の

抜
本
的
強
化
を

問　

こ
れ
ま
で
の
有
害
鳥
獣
対
策
は

農
家
経
営
安
定
を
主
眼
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
人
里
に
ク
マ
が
出
没
し

不
安
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
現
状
に

あ
っ
て
は
、
住
民
生
活
の
安
全
安
心

の
観
点
か
ら
取
り
組
み
、
対
策
予
算

の
抜
本
的
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
他
県
で
は
毎
年
10
㎞
区
間
に
わ

た
り「
侵
入
防
止
柵
」を
設
置
し
て
い

る
事
例
が
あ
る
が
、
本
町
で
は
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
対
策
が
で
き
な
い
の
か
。

答　

町
長　

住
民
生
活
の
安
全
安
心

確
保
の
た
め
良
く
調
査
し
対
処
し
た

い
。

基
金
を
町
民
の
た
め
に

活
用
す
る
考
え
は

問　

財
政
調
整
基
金
約
10
億
円
、
目

的
基
金
約
32
億
円
の
基
金
を
保
有
し

て
い
る
が
、
災
害
公
営
住
宅
、
新
和

町
等
の
事
業
完
了
時
に
約
15
億
３
，

６
０
０
万
円
が
取
崩
さ
れ
、
復
興
に

係
る
事
業（
除
染
も
含
）が
進
捗
す
る

こ
と
で
将
来
負
担
比
率
の
19
・
４
％

も
ま
た
高
く
な
る
と
思
う
。
基
金
の

中
に
は
ふ
る
さ
と
の
復
興
に
と
の
寄

付
金
も
あ
り
、
も
っ
と
町
民
の
た
め

に
活
用
す
べ
き
と
思
う
。
例
え
ば
、

「
陣
屋
の
杜
」公
園
の
紅
葉
は
京
都
に

負
け
ず
と
も
劣
ら
な
い
名
所
で
あ
る
。

町
民
参
加
の
格
調
高
い〝
秋
の
園
遊

会
〞
な
ど
は
ど
う
か
。

答　

町
長　

基
金
の
主
旨
に
合
致
し

た
事
業
が
あ
れ
ば
す
す
め
た
い
。「
陣

屋
の
杜
」
公
園
に
関
し
て
は
歴
史
ま

ち
づ
く
り
法
を
活
用
し
、
郡
役
所
か

ら
公
園
ま
で
を
石
だ
た
み
等
に
整
備

し
て
い
き
た
い
。

予
算
編
成
時
の
検
討
は

十
分
か

問　

補
正
予
算
を
組
み
な
が
ら
そ
れ

以
上
の
多
額
の
不
用
額
が
出
て
い
る
。

当
初
予
算
、
補
正
予
算
編
成
時
に
十

分
な
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。
す
べ

て
町
民
の
た
め
の
予
算
化
な
ら
ば
、

し
っ
か
り
と
事
業
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
残
せ
ば
良
い
話
で
は
な
い
。

答　

町
長　

結
果
し
て
残
っ
た
金
額

は
次
年
度
で
有
効
活
用
す
る
。
ま
た
、

事
業
毎
の
内
容
の
分
析
を
し
次
年
度

の
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

原
発
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
請
求
は

問　

平
成
23
年
度
の
水
道
事
業
の
逸

失
利
益
に
つ
い
て
は
、
原
発
Ａ
Ｄ
Ｒ

に
申
し
立
て
を
行
い
請
求
額
の
満
額

３
，
０
９
０
万
円
で
受
諾
に
至
り
平

成
26
年
２
月
に
入
金
さ
れ
る
。
平
成

24
年
度
の
逸
失
利
益
も
、
原
発
Ａ
Ｄ

Ｒ
に
申
し
立
て
、
請
求
額
の
寄
与
率

80
％
で
受
諾
し
26
年
８
月
に
入
金
さ

れ
た
が
、
平
成
25
年
度
分
水
道
事
業

逸
失
利
益
の
損
害
が
生
じ
て
い
る
か
。

答　

町
長　

水
道
事
業
の
逸
失
利
益

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
の
決
算

に
お
い
て
も
発
生
し
て
い
る
た
め
、

平
成
23
、
24
年
度
と
同
様
、
原
発
Ａ

Ｄ
Ｒ
に
和
解
仲
介
の
申
し
立
て
を
顧

問
弁
護
士
と
相
談
し
て
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
営
住
宅
の

老
朽
化
対
策
は

問　

庫
場
住
宅
の
建
て
替
え
は
平
成

17
年
に
完
了
し
た
が
、
老
朽
化
の
進

む
西
大
隅
、
寺
坂
住
宅
、
坂
下
住
宅

に
つ
い
て
は
平
成
25
年
度
に
居
住
環

境
の
維
持
、
改
善
の
た
め
に
修
繕
工

事
を
27
件
実
施
し
た
が
、
居
住
者
の

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
計
画
的
な
改

修
、
解
体
を
進
め
住
宅
機
能
の
維
持
、

向
上
を
図
っ
て
き
た
。
生
活
環
境
の

快
適
性
を
高
め
る
た
め
、
公
共
下
水

道
整
備
が
行
な
わ
れ
た
エ
リ
ア
は
水

洗
化
を
進
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

答　

町
長　

公
営
住
宅
の
整
合
性
、

建
物
の
老
朽
化
を
考
慮
す
れ
ば
、
直

ち
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
今
後
と
も
検
討
し
て
い
く
。

地
区
防
災
倉
庫
の

災
害
用
備
蓄
品
は

問　

半
田
小
校
長
住
宅
跡
地
及
び
伊

達
崎
に
防
災
備
蓄
倉
庫
が
建
設
さ
れ

た
。
若
干
の
災
害
用
備
蓄
品
は
あ
る

が
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
は
、

種
類
や
数
量
が
不
十
分
と
思
わ
れ
る
。

早
急
に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
現
在
確
保
さ
れ
て
い
る
備
蓄

品
リ
ス
ト
を
広
報
や
ネ
ッ
ト
等
で
町

民
に
公
表
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
る

が
今
後
の
対
応
は
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

岩

﨑

久

男

議
員

斎

藤

松

夫

議
員

川

名

静

子

議
員

総

括

質

疑

総

括

質

疑

平
成
25
年
度 

一
般
会
計

片

平

秀

雄

議
員
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答　

町
長　

現
在
駅
前
倉
庫
に
あ
る

物
資
を
各
地
区
倉
庫
へ
移
動
し
て
い

る
。
間
も
な
く
桑
折
、
睦
合
に
も
倉

庫
が
で
き
る
。
安
全
、
安
心
の
町
づ

く
り
の
一
環
と
し
整
備
し
て
き
た
倉

庫
な
の
で
、
今
後
何
が
必
要
か
検
討

し
速
や
か
に
備
え
る
。
食
料
品
等
は

店
等
と
の
協
定
も
必
要
と
考
え
る
。

な
お
、
各
家
庭
に
於
い
て
の
自
助
努

力
も
含
め
今
後
周
知
し
て
ま
い
る
。

農
林
水
産
物Ｐ

Ｒ
事
業
は

問　

事
業
の
一
環
と
し
て
桃
収
穫
販

売
時
期
に
成
果
品
を
首
都
圏
へ
持
込

み
販
売
促
進
活
動
を
し
て
き
た
が
、

更
な
る
Ｐ
Ｒ
方
法
と
し
て
本
町
と
縁

の
あ
る
荒
川
区
や
友
好
都
市
の
方
々

を
本
町
に
招
き
収
穫
直
前
の
桃
畑
や

収
穫
作
業
、
選
果
現
場
ま
た
、
そ
の

他
の
農
産
物
や
町
の
物
産
品
製
造
過

程
な
ど
見
学
し
て
頂
け
ば
更
な
る
Ｐ

Ｒ
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

答　

町
長　

本
町
に
来
て
頂
い
て
本

町
の
良
さ
や
作
物
の
品
質
の
高
さ
を

見
て
も
ら
い
、
発
信
し
て
頂
け
ば
更

な
る
効
果
が
あ
る
と
思
う
の
で
実
行

し
て
ま
い
り
た
い
。

平成 25年度　財政健全化・経営健全化の判断比率表
○一般会計

健全化判断比率 平成 25 年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ― 15.00％ 20.00％

連結実質赤字比率 ― 20.00％ 30.00％

実質公債費比率 11.8％ 25.00％ 35.00％

将 来 負 担 比 率 19.4％ 350.00％

○水道事業会計及び公共下水道事業会計

比 率 名 平成 25 年度 経営健全化基準

資 金 不 足 率 ― 20.00％

　・いずれも国の基準を下回っており、健全性は保たれている状況です。
　・健全化判断比率の実質赤字比率、連結実質赤字比率、および資金不足比率は、
　　赤字や資金不足になっていないために「－」で記載しています。 

平
成
25
年
度
決
算
審
査
意
見

射
能
除
染
対
策
等
関
係
で
、
県
支
出
金

が
、
前
年
よ
り
１
７
７
・
４
％
上
回
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
平

年
ベ
ー
ス
で
は
、
自
主
財
源
は
40
％
前

後
で
推
移
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
財
源
の
大
き
な
も
の
の

推
移
を
み
る
と
、
町
税
で
は
、
前
年
よ

り
１
５
，
１
７
０
千
円
、
１
・
２
％
増
額
、

地
方
交
付
税
に
お
い
て
も
、
前
年
よ
り

３
７
１
，
４
６
５
千
円
、
19
・
１
％
増

額
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
特
別
交
付
税

で
４
３
５
，
４
９
１
千
円
増
額
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
普
通
交
付
税

で
は
、
前
年
を
下
回
っ
た
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
今
後
と
も
、
一
般
財
源
の
大
き

な
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
今
後
と
も
、

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
復
興
事
業
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
放

射
能
除
染
対
策
等
事
業
、
ま
た
、
ま
す

ま
す
多
種
多
様
化
す
る
行
政
需
要
、
加

速
化
の
激
し
い
少
子
高
齢
化
対
策
、
公

共
施
設
の
維
持
管
理
・
更
新
に
対
応
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
桑
折

町
総
合
計
画「
復
興
こ
お
り
創
造
プ
ラ

ン
」
に
添
い
、
着
実
で
効
率
的
な
予
算

の
執
行
に
徹
し
、
更
な
る
町
勢
の
発
展

と
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　
　

桑
折
町
監
査
委
員

　

石　

幡　

邦　

弘

平　

井　

光　

一

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入
歳
出

決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関

す
る
調
書
、
財
産
に
関
す
る
調
書
は
い

ず
れ
も
関
係
法
令
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
、

計
数
等
も
こ
れ
ら
諸
帳
簿
と
合
致
し
て

い
る
。

　

事
務
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
事

業
量
の
総
量
の
増
加
、
資
材
不
足
、
人

手
不
足
等
で
、
事
業
の
執
行
が
困
難
な

状
況
下
に
あ
っ
た
中
、
放
射
性
物
質
除

染
対
策
等
事
業
及
び
復
旧
復
興
対
策
事

業
を
最
重
点
に
取
組
ん
だ
結
果
、
全
体

的
に
み
て
、
お
お
む
ね
一
定
の
成
果
は

あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
も
、
全
般

的
に
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
決
算
状
況
に
つ
い

て
は
、
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入

歳
出
と
も
、
前
年
度
よ
り
、
歳
入
に

お
い
て
５
，
７
４
３
，
２
９
７
千
円

（
72
・
１
％
）増
、
歳
出
に
お
い
て
５
，

３
３
１
，
７
８
９
千
円（
71
・
３
％
）増

と
大
き
く
上
回
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、

東
日
本
大
震
災
復
旧
及
び
放
射
能
除
染

対
策
関
係
収
支
が
、
歳
入
で
は
全
体
の

66
・
０
％
、
歳
出
で
は
66
・
２
％
を
占

め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
比

は
、
自
主
財
源
が
16
・
9
％
で
前
年
よ

り
９
・
７
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
依
存
財

源
が
83
・
１
％
で
前
年
よ
り
９
・
８
ポ

イ
ン
ト
上
が
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
放

《
歳
入
決
算
額
》

　
　
　

15
億
３
，
４
７
３
万
３
千
円

《
歳
出
決
算
額
》

　
　
　

14
億
４
，
１
６
７
万
２
千
円

《
差
引
剰
余
金
全
額
翌
年
度
に
繰
越
》

　

実
質
収
支
９
，
３
０
６
万
１
千
円

か
ら
前
年
度
の
繰
越
金
９
，
９
５
６

万
１
千
円
を
減
じ
た
実
質
単
年
度
収

支
で
は
、
６
５
０
万
円
の
赤
字
と

な
っ
た
。

《
決
算
の
概
要
》

・ 

歳
入
は
予
算
現
額
に
対
し
、
４
６

４
万
６
千
円
、
率
に
し
て
０
・
３
％

の
増
で
、
主
な
も
の
は
、
国
民
健

康
保
険
税
及
び
県
支
出
金
で
あ
る
。

・ 

歳
出
は
予
算
現
額
に
対
し
、
８
，

８
４
１
万
６
千
円
の
残
と
な
り
、

執
行
率
は
94
・
２
％
で
、
主
な
も

の
は
、
保
険
給
付
費
９
億
３
，
１

４
７
万
８
千
円
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
１
億
８
，
０
６
３
万
９
千

円
、
介
護
納
付
金
・
地
域
支
援
事

業
支
援
納
付
金
８
，
０
８
６
万
１

千
円
で
、
全
体
の
82
・
７
％
を
占

め
た
。

《
国
保
事
業
の
運
営
》

　

早
期
受
診
や
健
康
づ
く
り
の
啓
発

に
努
め
、
被
保
険
者
の
疾
病
予
防
の

推
進
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
費
の
適

正
化
と
国
保
税
の
収
納
率
向
上
に
努

め
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
力
し
た
。

《
歳
入
決
算
額
》

　
　
　

１
億
４
，
７
８
５
万
２
千
円

《
歳
出
決
算
額
》

　
　
　

１
億
４
，
７
８
１
万
２
千
円

《
差
引
剰
余
金
全
額
翌
年
度
に
繰
越
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
円

《
決
算
の
概
要
》

・ 

歳
入
は
予
算
現
額
に
対
し
、
33
万

７
千
円
の
減
と
な
っ
た
が
、
主
な

も
の
は
、
繰
入
金
及
び
諸
収
入
で

あ
る
。

・ 

歳
出
は
、
予
算
現
額
に
対
し
、
37

万
７
千
円
の
残
と
な
り
、
執
行
率

は
99
・
７
％
で
あ
る
。
主
な
も
の

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
１
億
３
，
２
５
９
万
４
千

円
で
、
全
体
の
89
・
７
％
を
占
め
た
。

《
歳
入
決
算
額
》

　
　
　
　
　

12
億
８
，
３
３
０
万
円

《
歳
出
決
算
額
》

　
　
　

12
億
３
，
７
０
０
万
５
千
円

《
差
引
剰
余
金
》

　

４
，
６
２
９
万
５
千
円
の
う
ち
４
，

４
１
２
万
１
千
円
を
介
護
給
付
費
準

備
基
金
に
積
み
立
て
、
残
額
２
１
７

万
４
千
円
を
翌
年
度
へ
繰
越
処
理
を

し
た
。

《
決
算
の
概
要
》

・ 

歳
入
は
予
算
現
額
に
対
し
、
２
，

３
３
７
万
９
千
円
の
減
と
な
っ
た
。

主
な
も
の
は
、
繰
入
金
及
び
支
払

基
金
交
付
金
で
あ
る
。

・ 

歳
出
は
、
予
算
現
額
に
対
し
、
６
，

９
６
７
万
４
千
円
の
残
と
な
り
、

執
行
率
は
94
・
７
％
で
、
主
な
も

の
は
、
保
険
給
付
費
11
億
６
，
１

１
１
万
７
千
円
で
、
前
年
度
対
比

４
，
９
０
９
万
３
千
円
、
率
に
し

て
４
・
４
％
の
増
と
な
っ
た
。

《
歳
入
決
算
額
》

　
　
　

３
億
８
，
２
２
５
万
１
千
円

《
歳
出
決
算
額
》

　
　
　
　
　

３
億
６
，
８
５
１
万
円

《
差
引
残
額
》

　
　
　
　
　

１
，
３
７
４
万
１
千
円

《
決
算
の
概
要
》

・ 

歳
入
予
算
現
額
に
対
し
て
２
５
２

万
１
千
円
の
増

・ 

歳
出
は
、
予
算
現
額
に
対
し
て

１
，
１
２
１
万
９
千
円
の
残
と
な

り
97
・
０
％
の
執
行
率
と
な
っ
た
。

整
備
面
積
は
０
・
４
９
ha
で
あ
り
、

そ
の
結
果
平
成
25
年
度
末
の
供
用

開
始
面
積
は
１
３
９
・
８
ha
と
な

り
年
度
末
人
口
水
洗
化
率
は
90
・

１
％
と
な
っ
た
。

《
決
算
の
概
要
》

　

給
水
人
口
が
１
１
，
８
１
６
人
、

年
間
有
収
水
量
は
１
２
２
万
２
，
３

１
３
㎥
、有
収
率
は
82
・
１
％
で
あ
る
。

前
年
度
対
比
給
水
人
口
は
１
５
６
人

の
減
、
年
間
有
収
水
量
で
９
，
９
０

６
㎥
の
増
、
有
収
率
は
３
・
０
ポ
イ

ン
ト
の
低
下
と
な
っ
た
。

《
収
益
的
収
支
》

・ 

収
入

　
　
　

３
億
８
，
７
７
６
万
９
千
円

・
支
出　
　

３
億
３
，
５
３
３
万
円

・
純
利
益　

５
，
２
３
５
万
７
千
円

（
税
抜
き
）

　

な
お
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
に
伴
う
平
成
23
年
度

水
道
事
業
逸
失
利
益
に
つ
い
て
、
Ａ

Ｄ
Ｒ
へ
の
申
立
て
を
行
い
、
３
，
０

９
０
万
円
の
賠
償
金
を
受
領
し
ま
し

た
。

《
資
本
的
収
支
》

・
収
入　
　
　
　

５
６
８
万
４
千
円

・
支
出

　
　
　

１
億
２
，
９
２
０
万
９
千
円

・
不
足
額

　
　
　

１
億
２
，
３
５
２
万
５
千
円

※ 

当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
当
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
減
債
積

立
金
、
並
び
に
建
設
改
良
積
立
金

で
補
填
し
た
。

　

建
設
改
良
事
業
は
、
水
量
確
保
の

た
め
、
内
之
馬
場
配
水
池
送
水
用
榎

下
送
水
ポ
ン
プ
場
へ
の
配
水
管
布
設

替
工
事
を
行
っ
た
。

早
期
受
診
や

健
康
づ
く
り
に
努
力
を

国民健康保険

広
域
連
合
納
付
金

１
億
３
，２
５
９
万
４
千
円

後期高齢者医療

増
え
続
け
る給付

費

介護保険

執

行

率

97
％

公共下水道事業
23
年
度
逸
失
利
益
賠
償
金

東
電
よ
り
受
領

水道事業

特
別
会
計
決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定

平
成
25
年
度
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審
議
さ
れ
た
そ
の
他
の
議
案

審
議
さ
れ
た
そ
の
他
の
議
案

水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

処
分

・
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

　
　
　
　
　

１
億
７
３
５
万
７
千
円

内　

訳

・
減
債
積
立
金　

１
，
０
０
０
万
円

・
建
設
改
良
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　

３
，
８
３
８
万
円

・
繰
越
処
分（
残
額
）

　
　
　
　
　

５
，
８
９
７
万
７
千
円

　

平
成
25
年
度
桑
折
町
一
般
会
計
等

歳
入
歳
出
決
算
書
に
伴
う
健
全
化
判

断
比
率
及
び
公
営
企
業
会
計
等
に
係

る
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

　
　
　

※
Ｐ
６
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

豪
雪
対
策
規
模
拡
大

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
６
，

９
１
１
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
１
０
５
億
９
，
５
９
９
万
４

千
円
と
す
る
。

《
歳　

入
》

・
地
方
交
付
税

　
　
　
　
　

５
，
５
１
１
万
９
千
円

・ 

県
支
出
金

　
　
　
　
　

３
，
７
５
３
万
１
千
円

・
諸
収
入　
　
　

１
，
０
５
６
万
円

・
国
庫
支
出
金　
　
　
　
　

15
万
円

△
繰
入
金　
　
　

３
，
３
９
６
万
円

△
地
方
特
別
交
付
金　

28
万
８
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
農
業
災
害
特
別
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　

２
，
８
６
５
万
４
千
円

・
営
農
再
開
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
５
万
円

・ 

半
田
地
区
新
幹
線
側
道
舗
装
工
事

費　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
万
円

・
予
防
接
種
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

３
３
４
万
８
千
円

・
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

・
健
康
増
進
事
業
費　

２
１
６
万
円

・
保
育
所
管
理
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　

１
８
６
万
８
千
円

・
公
営
住
宅
管
理
費　

１
５
０
万
円

・ 

Ａ
Ｄ
Ｒ
申
し
立
て
に
係
る
弁
護
士

費
用　
　
　
　

１
２
０
万
２
千
円

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

１
１
３
万
９
千
円

・
林
道
沿
線
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

90
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
50
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
15
億
１
，
０
２
１
万
４
千
円
と
す

る
。

《
歳　

入
》 

・
前
期
高
齢
者
交
付
金　
　

50
万
円

《
歳　

出
》

・
一
般
被
保
険
者
保
険
税
還
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
20
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
１
億
４
，
４
９
７
万
８
千
円
と
す

る
。

《
歳　

入
》

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
還
付

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○

 

委
員
本
望
裕
一
氏
は
、
平
成
26
年

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
再
任
に
同
意
し
た
。

　

本
望　

裕
一

万
正
寺
字
弁
天
水
11
番
地
の
11

昭
和
26
年
７
月
１
日
生

○ 

委
員
反
田
忠
征
氏
は
、
平
成
26
年

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
再
任
に
同
意
し
た
。

　

反
田　

忠
征伊

達
崎
字
吉
沼
３
番
地

昭
和
17
年
１
月
19
日
生

桑
折
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

震
災
の
た
め
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
に
せ
ま
ら
れ
、
終
了

し
た
。
桑
折
町
議
会
基
本
条
例（
平

成
23
年
９
月
20
日
条
例
第
19
号
）
第

８
条
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
よ
り

議
決
し
た
。

　

４
号
国
道
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
及
び
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
周
辺
、

80 

ha
を
流
通
拠
点
に
し
、
働
く
場
所

を
創
出
す
る
構
想
を
プ
ラ
ン
に
組
み

入
れ
た
。
ま
た
、
人
口
１
万
３
千
人

を
維
持
す
る
施
策
を
も
り
こ
ん
だ
計

画
だ
。

平
成
25
年
度
剰
余
金
処
分

平
成
26
年
度
補
正
予
算

金　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
万
円

《
歳　

出
》

・ 

保
険
料
還
付
金　
　
　
　

20
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘

定
）補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
２
，
６
０
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
13
億
２
，
０
３
７
万

５
千
円
と
す
る
。

《
歳　

入
》

・
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　

２
，
３
８
７
万
３
千
円

・ 

繰
越
金　
　
　

２
１
７
万
３
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・ 

償
還
金
及
び
還
付
加
算
金

　
　
　
　
　
　
　

２
，
０
５
９
万
円

・
繰
出
金　
　
　

５
４
６
万
６
千
円

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

委
員
柴
田
宣
広
氏
は
、
平
成
26
年

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
再
任
に
同
意
し
た
。

・
柴
田　

宣
広（
再
任
）

大
字
平
沢
字
山
中
32
番
地

昭
和
32
年
９
月
11
日
生

同　

意　

案　

件

報　
　
　
　
　

告

「
手
話
言
語
法（
仮
称
）制
定
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出
を
求
め

る
陳
情

〔
陳
情
者
〕　

一
般
社
団
法
人
福
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

会
長　

吉
田　

正
勝

〔
審
査
委
員
会
〕　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕　

採　

択

「
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
労
災
認
定
基
準
の
改
正
な
ど
を
求
め

る
意
見
書
」の
提
出
を
求
め
る
陳
情

〔
陳
情
者
〕　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

藤
本
久
美
子

〔
審
査
委
員
会
〕　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕　

採　

択

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
臨
時
特
例
交
付
金
」に
よ
る
就
学

支
援
事
業
継
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕　

福
島
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
執
行
委
員
長　

角
田　

政
志

〔
審
査
委
員
会
〕　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕　

採　

択

陳　
　
　
　
　

情

「手話言語法」制定を求める意見書

　手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体
などの動きや顔の表情を使う独自の語彙や文法
体系をもつ言語である。手話を使うろう者にとっ
て、聞こえる人たちの音声言語と同様に、大切
な情報獲得とコミュニケーションの手段として
大切に守られてきた。
　しかしながら、ろう学校では手話は禁止され、
社会では手話を使うことで差別されてきた長い
歴史があった。
　2006（平成 18）年 12月に採択された国連の
障害者権利条約には、「手話は言語」であること
が明記されている。
　障害者権利条約の批准に向けて日本政府は国
内法の整備を進め、2011（平成 23）年８月に
成立した「改正障害者基本法」では「全て障害
者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他
の意思疎通のための手段についての選択の機会
が確保される」と定められた。
　また、同法第 22 条では国・地方公共団体に
対して情報保障施策を義務付けており、手話が
音声言語と対等な言語であることを広く国民に
広め、きこえない子どもが手話を身につけ、手

軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び
労災認定基準の改正などを要請する意見書

　軽度外傷性脳損傷は、交通事故や高所からの転落、
転倒、スポーツ外傷などにより、頭部に衝撃を受け、
脳内の情報伝達を担う「軸索」と呼ばれる神経線維が
断裂するなどして発症する病気である。
　主な症状は、高次脳機能障害による記憶力・理解力・
注意力の低下をはじめ、てんかんなどの意識障害、半
身まひ、視野が狭くなる、匂い・味が分からなくなる
などの多発性脳神経まひ、尿失禁など複雑かつ多様で
ある。
　この病態は、世界保健機構（WHO）において定義
付けがなされており、他覚的・体系的な神経学的検査
及び神経各科の裏付け検査を実施すれば、外傷性脳損
傷と診断することができると報告されている。
　しかしながら、この軽度外傷性脳損傷は、日本の医
療において知られておらず、また、MRI などの画像検
査では異常が見つかりにくいため、労災や自賠責保険
の補償対象にならないケースが多く、働けない場合に
は経済的に追い込まれるケースもあるなど深刻な状況
である。
　さらに、本人や家族、周囲の人たちもこの病態を知
らないために誤解が生じ、職場や学校において理解さ

れずに、悩み、苦しんでいるケースも多々ある。
　以上のことから、医療機関をはじめ、国民・教育機
関への啓発・周知が重要と考える。
　国においては、現状を踏まえて下記の事項について
適切な措置を講じるよう強く要望する。

記
１ ．業務上の災害または通勤災害により軽度外傷性脳
損傷となり、後遺障害が残存した労働者を、労災の
障害（補償）年金が受給できるよう、労災認定基準
を改正すること。
２ ．労災認定基準の改正に当たっては、他覚的・体系
的な神経学的検査法など、画像に代わる外傷性脳損
傷の判定方法を導入すること。
３ ．軽度外傷性脳損傷について、医療機関をはじめ国民、
教育機関への啓発・周知を図ること。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提
出する。

平成 26年９月 12日
福島県伊達郡桑折町議会

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　総務大臣　厚生労働大臣　文部科学大臣　殿

「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」
による就学支援事業の継続を求める意見書

　東日本大震災及び原発災害以降、被災地の教育現場
は、以前とは違った様々な教育課題を抱えている。
　福島県の双葉地区では、未だに再開できない小中学
校が６校ある。また、臨時的に再開している学校の多
くでは、実験・実習設備がなかったり、運動施設がなかっ
たりと、教育設備および教育環境が十分に整っていな
い中で教育活動が行われている。
　現在も、多くの子どもたちが県内外で避難生活を送
り、避難先のそれぞれの学校で学んでいる。未だにふ
るさとに帰還することもできず、経済的な支援を今後
も必要とする子どもが多く存在し、特に、仮設住宅及
び借り上げ住宅に暮らす子どもたちは、スクールバス
で通学したり、保護者の送迎により通学するなど大変
厳しい環境の中で生活しながら学んでいる状況である。
　「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」は、平成
23年度の国の第１次補正予算で創設され、第３次補正
予算で平成 24 年度から平成 26 年度までの３ケ年分の
経費が措置されている。この特例交付金により、被災
した子どもたちには、学校で学ぶための諸経費及び通

学費（スクールバスの諸経費を含む）等の補助が行われ、
高校生に対しては、奨学金の給付として行われてきた。
　福島県だけではなく、宮城県、岩手県など広範囲の
被災地でも、被災した多くの子どもの就学支援が行わ
れている。この「被災児童生徒就学支援等臨時特例交
付金」による就学支援は極めて重要であり、平成 27年
度以降も特例交付金制度が継続され、必要な財政措置
が行われ、被災した子どもたちに継続した就学支援事
業を実施できるようにする必要がある。
　このような理由から、下記の事項の実現について、地
方自治法第 99条にもとづき意見書を提出する。
１．「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」による
就学支援事業を平成 27年度以降も継続して実施できる
よう、特例交付金制度の継続と必要な財政措置を行う
こと。

平成 26年９月 12日
福島県伊達郡桑折町議会

　内閣総理大臣　文部科学大臣
　財務大臣　総務大臣　復興大臣　殿

話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言
語として普及、研究することのできる環境整備
に向けた法整備を国として実現することが必要
であると考える。
　よって、本町議会は、政府と国会が下記事項
を講ずるよう強く求めるものである。

記
　手話が音声言語と対等な言語であることを広
く国民に広め、きこえない子どもが手話を身に
つけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更には
手話を言語として普及、研究することのできる
環境整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を
制定すること。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見
書を提出する。

平成 26年９月 12日

福島県伊達郡桑折町議会

　衆議院議長　　参議院議長
　内閣総理大臣　厚生労働大臣　殿
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○ 一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間60分

で行われます。

○ 内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

○質問項目は、通告によるものです。

ズバリ

町
政
を
問
う
60
分

町
政
を
問
う
60
分
６
名
登
壇

一 般 質 問

登壇議員 質　問　項　目

斉　藤　　　謙

・消費税等に関して

・ 公共施設等の総合的な管理による老朽化対策等

の推進に関して

・ 近隣市町村との「新たな広域連携」の取り組み

について

・ 全国学力テストの結果、今後の課題、改善策等

について

川　名　静　子

・選挙公約は果たされたか

・具体的な空き家対策は

・学校教育に関して

・生涯学習推進基本計画の進捗状況は

・桑折町防災計画の進捗状況は

岩　﨑　久　男

・ 環境省「除染、復興の加速化に向けた中間報

告」について

・原発事故からの復興及び損害賠償問題について

・今後の除染計画について

・子育て応援の町づくりについて

斎　藤　松　夫

・町政執行の総括と教訓について

・原発事故と生涯学習について

・原発ゼロ・再生可能エネルギーの推進について

・ 気候変動を背景とした自然災害への対策につい

て

・うぶかの郷源泉枯渇対策等の進捗状況を伺う

・ 再び、既存町公営住宅のトイレ水洗化等につい

て

佐　藤　榮　三

・ 多面的機能支払い交付金事業への町の取り組み

について

・地域の人口減少抑制対策の取り組みについて

・上郡地内用排水路整備工事について

羽根田　八千代
・ 若者の定住と人口維持のため、優良な宅地造成

と快適な住環境整備について

・福祉施設（やすらぎ園等）の改善について

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

 

■問　
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理

に
よ
る
老
朽
化
対
策
等
を
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
考
え
か
。

⑴ 

総
務
省
通
達
の
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
の
取
組
み
に
あ
た

り
、
当
町
の
現
状
と
課
題
は
。

⑵ 

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
、
全
て
の
公
共
施
設
等
の
維

持
補
修
・
更
新
財
源
を
い
か
に
確

保
し
て
い
く
考
え
か
。

⑶ 

財
務
４
表
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
等
の
早
期

作
成
及
び
地
方
公
会
計
整
備
促
進

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え

か
。

 

■答　
町
長　

⑴
公
共
施
設
の
現
状
と

課
題
の
整
備
等
を
行
い
な
が
ら
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
を

策
定
す
る
。
⑵
公
共
施
設
等
の
総
合

的
管
理
体
制
の
一
元
化
を
図
り
、
財

政
運
営
に
努
め
る
。
⑶
固
定
資
産
台

帳
整
備
と
複
式
簿
記
導
入
を
前
提
と

し
た
財
務
書
類
の
策
定
基
準
が
示
さ

れ
た
が
、
来
年
１
月
頃
に
具
体
的
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
検
討
す
る
。

早
期
計
画
に
基
づ
い
た
公
共
施
設
管
理
を

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
策
定

斉 藤 　 謙 議員

■問　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
に
つ
い
て

　
　

■答　
教
育
委
員
会
、
学
校
長
会
等
で
否
公
表
決
定

■問　
広
域
連
携
で
の
公
共
施
設
建
設
を

　
　

■答　
他
自
治
体
の
動
向
を
見
極
め
る

これも 質 問

― 町の財政状況は ―

 ■問　
消
費
税
等
に
関
し
て
。

⑴ 

当
町
へ
の
地
方
消
費
税
等
の
配
分
額
と
社
会
保
障
施
策
に

要
す
る
経
費
に
充
て
る
と
し
て
い
る
消
費
税
額
は
い
く
ら

か
。

⑵ 

消
費
税
額
の
充
当
先
を
明
確
に
予
算
書
や
決
算
書
に
記
載

す
る
こ
と
が
税
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
26
年
度
予
算

書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

⑶ 

地
方
消
費
税
は
都
道
府
県
税
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
市
町

村
ご
と
の
交
付
の
指
標
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
地
方
消
費
税
交
付
金
は
１
億
２
，
６
０
０
万

円
、
社
会
保
障
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
増
額
分
は
約
２
，
７
０
０
万
円
と
な
る
。
⑵
４
月

か
ら
の
ア
ッ
プ
１
・
７
％
の
地
方
消
費
税
の
社
会
保
障
費
に

充
当
す
る
使
途
先
は
、
今
後
明
確
に
公
表
す
る
。
⑶
人
口
数
、

従
業
員
数
等
の
直
近
調
査
結
果
に
基
づ
き
按
分
に
よ
り
県
か

ら
配
布
さ
れ
る
。

消費税アップ分充当先を明確に
　使い道は予算書等に明記する
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土
曜
日
の
有
効
活
用
は

　

学
期
に
一
回
程
度
「
土
曜
学
習
」
を

川 名 静 子 議員

 

■問　
４
年
前「
や
さ
し
さ
」「
豊
か
さ
」

を
実
感
で
き
る
夢
と
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
掲
げ
、
さ
ら
に
は
持
続

可
能
な
桑
折
町
の
確
立
と
住
民
生
活

優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
当
選

さ
れ
た
。
５
つ
の
選
挙
公
約
と
公

平
・
公
正
・
ク
リ
ー
ン
の
政
治
信
条

を
ど
の
よ
う
に
総
括
・
分
析
さ
れ
た

か
伺
う
。

⑴
豊
か
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り

⑵
健
康
で
心
ふ
れ
あ
う
町
づ
く
り

⑶
安
全
で
安
心
で
き
る
町
づ
く
り

⑷
子
育
て
支
援
と
学
び
の
町
づ
く
り

⑸
住
民
が
主
役
の
町
づ
く
り

 

■答　
町
長　

公
約
実
現
に
向
け
た
当

初
予
算
も
３
・
11
の
大
震
災
と
原
発

事
故
対
応
策
に
よ
り
、
す
べ
て
組
み

か
え
し
た
。
最
大
の
政
治
課
題
は
、

町
民
の「
い
の
ち
」と「
く
ら
し
」を
守

る
こ
と
だ
。
大
震
災
か
ら
の
復
旧
、

原
発
事
故
災
害
の
克
服
へ
の
取
り
組

み
か
ら
公
約
の
一
部
は
実
現
で
き
な

か
っ
た
。
公
約
実
現
と
道
半
ば
の
復

興
を
確
か
な
も
の
に
す
べ
く
２
期
目

へ
挑
戦
す
る
。

 

■問　
完
全
学
校
週
５
日
制
が
導
入
さ

れ
て
10
年
以
上
が
過
ぎ
、
定
着
し
た
。

し
か
し
、
文
科
省
は
土
曜
日
に
も
正

式
な
授
業
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め

省
令
を
改
正
し
た
。「
学
び
へ
い
ざ

な
う
」教
育
長
の
考
え
を
３
点
伺
う
。

⑴ 

省
令
改
正
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
た
か
。

⑵
土
曜
講
座
を
開
設
す
る
考
え
は
。

⑶ 

心
の
教
育「
道
徳
の
時
間
」に
よ
る

効
果
は
。

 

■答　
教
育
長　

⑴
目
的
達
成
の
た
め
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
・
役
割

分
担
し
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。

⑵
平
成
27
年
度
は
教
育
課
程
に
位
置

づ
け
な
い「
土
曜
学
習
」を
学
期
に
１

回
程
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
実
施

し
本
町
で
の
望
ま
し
い
あ
り
方
を
検

討
・
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。
⑶
日

常
生
活
の
中
で
、
自
他
へ
の
思
い
や

り
や
集
団
の
一
員
と
し
て
決
ま
り
を

守
り
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
態
度
と
行

動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
育
っ

て
い
る
。

選挙公約は果たされたか
　実現できなかった一部は２期目で

■問　
増
加
傾
向
の
空
き
家
を
ど
う
す
る

　
　

■答　
空
き
家
の
実
態
の
把
握
に
努
め
る

■問　
生
涯
学
習
基
本
計
画
予
定
ど
お
り
か

　
　

■答　

 

２
ヶ
月
お
く
れ
、
来
年
１
月
に
原
案
作
成

■問　
町
防
災
計
画
の
各
戸
配
布
予
定
は

　
　

■答　
膨
大
ゆ
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
で
見
て
欲
し
い

これも 質 問

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

岩 﨑 久 男 議員

■問　
防
火
貯
水
槽
除
染
発
注
時
期
を
伺
う

　
　

■答　
９
月
中
に
発
注
予
定

■問　
国
と
東
電
の
過
失
責
任
が
鮮
明
に

　
　

■答　
第
８
回
口
頭
弁
論
を
注
視
し
て
ゆ
く

これも 質 問

 ■問　⑴ 

環
境
省
は
多
く
の
市
町
村
が
目
指

し
て
る
空
間
放
射
線
量
毎
時
０
・

２
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
除

染
目
標
で
は
な
い
と
強
調
、
空
間

線
量
か
ら
住
民
個
人
の
被
曝
線
量

を
重
視
し
て
い
く
と
の「
新
方
針
」

に
転
換
し
た
が
。

⑵ 

平
成
23
年
11
月
決
定
の
放
射
線
物

質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
の
基
本

方
針
は「
長
期
目
標
と
し
て
追
加

被
曝
線
量
が
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
以
下
と
規
定
し
た
。」除
染
は

町
民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
取

り
戻
す
た
め
の
不
可
欠
の
事
業
だ
。

国
の
責
任
を
曖
昧
に
す
る「
新
方

針
」は
許
さ
れ
な
い
の
で
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
⑵「
新
方
針
」を
適
用

す
る
か
ど
う
か
は
市
町
村
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

通
り
空
間
放
射
線
量
毎
時
０
・
２
３

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る

こ
と
を
目
標
に
除
染
を
実
施
し
て
い

く
。

環
境
省
か
ら
の
「
新
方
針
」
に
従
う
か

　

除
染
実
施
計
画
ど
お
り
に
進
め
る

 

■問　
全
国
ど
こ
の
自
治
体
で
も
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
対
策
に
頭
を
痛
め
て
い
る
な
か
で
、
人
口
増
の
自
治
体
も

あ
る
。
対
応
策
は
次
の
点
で
あ
る
。

⑴
若
者
雇
用
の
場
の
確
保
に
よ
る
定
住
化
。

⑵
給
食
費
の
中
学
生
ま
で
の
無
料
化
。

⑶
医
療
費
の
中
学
生
ま
で
の
無
料
化
。

⑷
第
三
子
に
出
産
祝
い
金
支
給
。

⑸
安
心
し
て
生
み
育
て
や
す
い
環
境
等
の
整
備
。

　

本
町
は
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
、
人
口
１
３
，
０
０
０

人
の
回
復
と
維
持
を
明
記
し
て
い
る
。
人
口
増
を
目
指
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

■答　
町
長　

「
復
興
こ
お
り
創
造
プ
ラ
ン
」に
掲
げ
た
人
口
１

３
，
０
０
０
人
の
回
復
と
維
持
に
向
け
て
は
、
現
在
担
当
部

署
に
お
い
て
総
合
計
画
の
進
行
管
理
の
中
で
計
画
的
に
各
施

策
を
進
め
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。
議
員
か
ら
の
紹
介
の
あ
っ
た
若
者
定
住
に
向
け

た
先
進
地
事
例
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
み
た
い
。

子供、子育て応援の町づくりは
　先進地事例については研究する

― 更なる充実を ― ― ４年間の奮闘に拍手 ―
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■問　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

は
時
代
の
要
請
で
あ
る
。
今
年
、
議

会
が
視
察
し
た
群
馬
県
中
之
条
町
は
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
町

宣
言
」
及
び
、
同
条
例
を
制
定
し
て
、

太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
県
内
原

発
ゼ
ロ
を
要
求
す
る
我
が
町
も
、
こ

れ
に
学
び
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

■答　
町
長　

県
内
原
発
廃
炉
を
求
め

て
い
る
本
町
に
あ
っ
て
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
除
染
土
砂
等
仮
置
き
場

跡
地
に
つ
い
て
、
地
権
者
と
の
協
議

を
行
い
、
太
陽
光
発
電
施
設
に
転
換

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
は
里
山
資
本
主
義
に
学
び
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
町
民
研
修
セ

ン
タ
ー
う
ぶ
か
の
郷
に
、
導
入
し
て

い
く
こ
と
も
研
究
し
た
い
。「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
町
宣
言
」

も
す
み
や
か
に
取
り
組
み
た
い
。

 

■問　
原
発
事
故
に
よ
り「
う
つ
く
し

ま
・
福
島
」は
国
内
外
で「
フ
ク
シ
マ
」

と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
の
が

現
実
だ
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
ど
の

様
に
生
き
、
現
状
を
打
開
す
る
か
。

新
し
い
国
づ
く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
き
だ
。
生
涯

学
習
の
分
野
で
も
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
学
び
の
場
の
提
供
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

 

■答　
教
育
長　

こ
の
こ
と
は
教
育
基

本
法
の
理
念
及
び
、「
復
興
こ
お
り

創
造
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
て
い
く
上

で
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
次
期
生
涯
学

習
推
進
基
本
計
画
に
は
、
町
民
が
復

興
を
実
感
で
き
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
な
学
び
の
環
境
を
創

出
す
る
施
策
を
盛
り
こ
む
予
定
で
あ

る
。
ま
た
本
年
度
中
に
も
何
ら
か
の

事
業
を
計
画
し
た
い
と
検
討
中
で
あ

る
。

再生可能エネルギーの推進を
　積極的に取り組む方針だ

原
発
対
策
を
生
涯
学
習
の
テ
ー
マ
に

　

重
要
課
題
と
認
識
し
次
期
計
画
に
反
映

斎 藤 松 夫 議員

― 原発ゼロを促して ―

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

■問　
開
発
許
可
制
度
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
は

　
　

■答　
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る

 

■問　
こ
の
事
業
は
、
農
地
法
面
の
草

刈
や
用
排
水
路
の
維
持
管
理
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
国
土
保
全
や
水
源
涵

養
、
集
落
機
能
維
持
に
対
し
て
非
常

に
大
き
な
効
果
が
あ
る
事
業
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
域
に
住
む
人
々
が
協

力
し
合
い
、
通
学
路
や
生
活
道
路
、

排
水
路
の
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
共
助
の
輪
が
広
が
り
地
域
環

境
の
改
善
に
も
繋
が
る
と
思
う
が
。

 

■答　
町
長　

こ
の
事
業
は
農
業
改
革

の
対
策
と
し
て
出
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
景
観
形
成
に
お
い
て
も
有
効
な

事
業
で
あ
る
。
当
初
、
事
業
内
容
を

完
全
に
掌
握
し
な
い
ま
ま
、
説
明
会

に
臨
ん
だ
の
で
事
務
の
繁
雑
さ
が
め

に
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
、
今
年
度

は
７
組
織
が
参
加
す
る
こ
と
で
手
を

挙
げ
て
い
る
。
更
に
来
年
度
に
向
け

て
現
在
４
組
織
が
組
織
の
立
ち
上
げ

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
の

絆
を
強
め
、
環
境
維
持
に
繋
が
る
事

業
で
あ
る
の
で
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
欲

し
い
。

 

■問　
26
年
度
工
事
区
間
の
発
注
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。
25
年
度
工
区
の

道
路
地
盤
は
低
く
、
有
効
路
面
は
広

く
安
全
面
で
も
良
く
な
っ
た
が
、
同

じ
よ
う
に
路
盤
を
下
げ
て
有
効
路
面

を
広
く
出
来
な
い
も
の
か
。
ま
た
残

り
区
間
の
工
事
予
定
は
。

 

■答　
町
長　

今
年
度
は
82
メ
ー
ト
ル

を
施
行
す
る
予
定
で
、
出
来
る
だ
け

速
や
か
に
発
注
し
て
年
度
内
に
終
了

し
た
い
。
道
路
の
高
さ
に
つ
い
て

は
、
周
辺
の
農
地
や
道
路
に
合
わ
せ

て
行
っ
て
い
る
。
先
の
工
区
の
路
盤

の
修
正
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
、

今
後
も
継
続
的
に
西
根
下
堰
ま
で

（
残
り
１
３
０
メ
ー
ト
ル
）進
め
て
い

く
が
、
予
算
的
に
単
年
度
に
な
る
か

２
年
に
な
る
か
検
討
し
て
い
く
。

上
郡
用
排
水
路
整
備
事
業
の
予
定
は

　

今
年
度
82
メ
ー
ト
ル
発
注
準
備
中　

これも 質 問

多面的機能支払交付金事業への参加を
　実施したい集落がでれば支援

佐 藤 榮 三 議員

― 次はここから ―

■問　
町
政
執
行
の
総
括
と
教
訓
は

　
　

■答　
生
命
、
財
産
、
生
活
を
守
る
の
が
使
命

■問　
警
戒
区
域
の
住
民
説
明
会
は

　
　

■答　

 

地
域
防
災
訓
練
の
前
に
実
施

■問　
川
前
線
調
査
結
果
は

　
　

■答　
整
備
費
用
５
・
５
億
円
以
上
も

これも 質 問
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一 般 質 問 　

 
■問　
『
決
断
と
実
行
』『
確
か
な
復
興
』

と
、
う
た
っ
た
２
期
目
の
決
意
に
つ

い
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

若
者
の
定
住
と
人
口
維
持
の
た
め
、

優
良
な
宅
地
造
成
と
快
適
な
住
環

境
整
備
を
す
る
と
あ
る
が
具
体
策

は
。

⑵ 

現
在
建
設
中
の
災
害
公
営
住
宅
と

は
別
に
、
県
の
災
害
公
営
住
宅
39

棟
の
要
請
が
あ
る
こ
と
を
半
田
地

区
の
町
政
報
告
会
席
上
で
報
告
し

て
い
る
。
こ
の
件
に
関
す
る
具
体

的
な
内
容
・
効
果
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
現
在
、
建
設
中
の
災

害
公
営
住
宅
は
、
将
来
に
わ
た
り
若

年
層
や
子
育
て
層
の
定
住
化
促
進
の

た
め
、
活
用
す
る
。
ま
た
、（
仮
称
）

国
道
４
号
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
お
け
る

企
業
誘
致
を
進
め
、
雇
用
の
創
出
を

図
り
な
が
ら
、
定
住
促
進
を
進
め
る
。

⑵
県
の
災
害
公
営
住
宅
39
棟
の
要
請

を
受
け
、
９
月
２
日
に
浪
江
町
長
よ

り
正
式
に
依
頼
も
受
け
た
。
仮
設
住

宅
に
生
活
さ
れ
て
い
る
方
の
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
在
建
設
中
の

東
側
に
計
画
を
進
め
た
い
。
土
地
面

積
は
約
１
ha
、
１
億
程
度
の
積
算
だ
。

47
棟
プ
ラ
ス
39
棟
で
86
棟
に
な
る
と

年
収
益
は
約
１
億
に
な
る
見
込
み
だ
。

 

■問　
福
祉
施
設
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴ 

土
足
禁
止
と
な
っ
て

い
る
た
め
身
障
者
に

と
っ
て
は
不
便
な
現

状
だ
が
、
改
善
策
は
。

⑵ 

福
祉
避
難
所（
や
す

ら
ぎ
園
）
で
あ
る
施

設
と
し
て
、
県
事
業

「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
よ
る
防
災
拠

点
支
援
事
業
」（
１
０

０
％
補
助
事
業
）
を

活
用
し
て
非
常
用
電

源
設
備（
太
陽
光
発

電
、
蓄
電
等
）
の
導

入
を
。

 

■答　
町
長　

⑴
衛
生
面

に
配
慮
し
現
状
維
持
だ

が
、
今
後
ス
リ
ッ
パ
の

滅
菌
等
対
応
策
を
施
す
。

⑵
非
常
時
で
あ
っ
て
も

一
定
の
電
源
確
保
の
環

境
整
備
が
必
要
だ
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

取
り
組
む
町
と
し
て
非

常
用
発
電
機
を
含
め
手

立
て
る
。

福祉避難所に非常用電源設備を
　非常用発電機を含め手立てる

県
の
災
害
公
営
住
宅
39
棟
は

　

現
在
建
設
中
の
東
側
に

羽根田八千代 議員

成
田
馬
場
に仮

置
場
設
置

　

工
事
請
負
契
約
１
件
、
補
正
予
算

１
件
の
計
２
件
が
提
出
さ
れ
原
案
通

り
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

工
事
請
負
契
約

◇ 「
除
染
土
砂
等
仮
置
場（
成
田
馬

場
）設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結

１
．
契
約
の
目
的

　

除
染
土
砂
等
仮
置
場（
成
田
馬
場
）

設
置
工
事

２
．
契
約
金
額　

９
，
７
７
４
万
円

（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
額
７
２
４
万
円
）

３
．
契
約
方
法

　

随
意
契
約
（
地
方
自
治
法
施
行
令
１
６
７
条
の

２
第
１
項
第
５
号
該
当
）

４
．
契
約
の
相
手
方

　

住
所　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

上
杉
５
丁
目
３
番
36
号

　

氏
名　

株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
組
東
北
支
店

　

常
務
執
行
役
員
支
店
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
川　
　

智

臨
時
会

伊
達
崎
小
防
球
ネ
ッ
ト

全
面
改
修

補　

正　

予　

算

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
５
８
５
万
２
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
０
５
億
２
，
６
８
８

万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳　

入
》

○

国
庫
支
出
金　
　
　

44
万
７
千
円

○

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
基
金

　

繰
入
金　
　
　
　
　

４
８
６
万
円

○

前
年
度
繰
越
金　
　

54
万
５
千
円

《
歳　

出
》

○

人
事
給
与
管
理
費　

54
万
５
千
円

○

社
会
福
祉
総
務
費　

44
万
７
千
円

○

小
学
校
管
理
総
務
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
６
万
円

人　

事　

案　

件

◇ 

町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
基
づ
い
て
、
町
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
次
の
４
名
を
推
薦
し
た
。

　

○

佐
藤　

德
雄　

　

北
町
16
番
地

　
　

昭
和
25
年
１
月
25
日

　

○

八
木
沼　

與
一
郎

　
　

松
原
字
柳
沢
８
番
地

　
　

昭
和
23
年
３
月
９
日

　

○

大
槻　

栄
之

　
　

上
郡
字
吉
内
１
番
地
の
１

　
　

昭
和
32
年
８
月
11
日

　

○

吉
田　

武
夫

　
　

谷
地
字
下
割
付
29
番
地
の
２

　
　

昭
和
25
年
11
月
13
日

特
別
委
員
会
設
置

　

議
会
よ
り
臨
時
会
開
催
を
請
求
、

発
議
１
件
を
原
案
通
り
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

１
．
調
査
事
件

　

議
員
定
数
問
題
に
つ
い
て

２
．
調
査
期
限

　

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
と
し
、

閉
会
中
も
な
お
調
査
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

・
委

員

長　
　
　

片
平　

秀
雄

　

・
副
委
員
長　
　
　

松
山　

善
二

※ 

委
員
は
議
長
を
除
く
13
名
で
構
成

し
、
議
員
定
数
問
題
を
調
査
す
る
。

　

損
害
賠
償
請
求
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
目
的
で
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
を
制

定
し
た
。

第
８
回  

７
／
15（
火
）

第
10
回  

9
／
29（
月
）

桑折町原子力損害賠償請求に係る支援に関する条例
※一部抜粋から

　平成 23年３月 11日に発生した、東北地方太平洋沖地震に伴う東京電力株式会社福島
第一、第二原子力発電所の事故は、長期にわたり、精神的な損害を受けることを余儀なく
されている。
　町は、この規模、特質に於いて未曾有の災害の被害者となった町民、が安心・安全で原
発事故前の平穏な生活を取り戻すため、東京電力株式会社及び原子力発電を推進してきた
国の責任を追及するとともに、町民が受けた損害のすべてを賠償させることをめざし、こ
の条例を制定する。

（目的）
第１条　この条例は、原子力損害賠償に係る支援に関し、基本理念を定め、原子力損害賠
償請求に係る支援に関する施策の基本となる事項を定め、原子力災害による精神的苦痛へ
の賠償をふくむ損害賠償が早期に、かつ、公平、適正に行われることを目的とする。

（定義）
第２条（基本理念）
第３条（町の事業）
第４条（原子力災害の被害者への支援）
第５条（推進体制）
第６条

発
議

― 待たれる快適な住環境 ―
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第８回臨時会

議案第５１号　除染土砂等仮置場（成田馬場）設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５２号　平成２６年度桑折町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第　４号　桑折町農業委員会委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第　５号　桑折町原子力損害賠償請求に係る支援に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９回定例会

認定第　１号　平成２５年度桑折町一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第　２号　平成２５年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第　３号　平成２５年度桑折町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第　４号　平成２５年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第　５号　平成２５年度桑折町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第　６号　平成２５年度桑折町水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５３号　平成２５年度桑折町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５４号　平成２６年度桑折町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５５号　平成２６年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５６号　平成２６年度桑折町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５７号　平成２６年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報告第　５号　 平成２５年度桑折町一般会計等歳入歳出決算に伴う健全化判断比率及び公営企業会
計等に係る資金不足比率について

－ － － － － － － － － － － － － －

同意第　２号　桑折町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第　３号　桑折町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第　４号　桑折町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第　６号　「手話言語法」制定を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第　７号　軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを要請する意見書（案）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第　８号　 「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」による就学支援事業の継続を求める意見
書（案）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第　６号　相馬福島道路（復興支援道路）の建設促進に関する意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５８号　桑折町都市計画マスタープラン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 10 回臨時会

発議第　７号　議員定数問題調査特別委員会設置について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案　審　議　結　果　表
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了
後「
原
子
力
災
害
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島
の
今
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か

ら
」
と
題
し
、
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大
学
特
任
教
授
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水
修
二
氏
か
ら
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を
い
た
だ
い

た
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第
９
回
伊
達
郡
町
議
会

議
員
大
会　
　7月15日
於　国見町

相馬福島道路（復興支援道路）の建設促進に関する意見書
　相馬福島道路は、常磐自動車道と東北自動車道を結ぶ高規格幹線道路であり、完成と
なれば、地域間交流や首都圏等との広域的連携の強化、地域の産業、経済、文化の発展
などに大きく寄与するものであり、地域の根幹をなす極めて重要な路線となる。
　国が、平成 23 年７月、福島～相馬間について、未着手区間も含めて 10 年以内に完
成させる意向を明らかにしたことで、東日本大震災及び東京電力株式会社福島第一原子
力発電所事故の放射能による健康への不安や、風評被害に苦しめられている我々町民は、
地域の復興・再生を後押しするものとして、大きな期待を寄せている。
　ついては、東日本大震災及び東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故からの復興・
再生と更なる地域振興を進めるため、下記事項の実現について強く要望する。

記
１ ．東日本大震災及び東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故を風化させることな
く、迅速な復興・再生と更なる地域振興を進めるため、相馬福島道路（復興支援道路）
を早急に整備すること。
　 　特に、本町には東北自動車道へのジャンクションが設置され、国道４号線にはイン
ターチェンジが設置されることが決定しているため、今後の町再生の拠点とすべく構
想を抱いている。本町の復興を更に前進させるためにも、早急に整備することを重ね
て強く要望する。
２ ．今後も、通常の公共事業とは別枠で継続的に予算を確保するとともに、復興交付金
については、平成２８年度以降も復興交付金制度及び震災復興特別交付税による財政
支援等を復旧・復興がすべて完了し、国内外的にも風評被害等が完全に払拭されるま
で継続すること。
　以上、地方自治法第 99条にもとづき意見書を提出する。

平成 26年９月 12日
福島県伊達郡桑折町議会

　内閣総理大臣　財務大臣　国土交通大臣　復興大臣　殿

早
期
完
成
を
願
う

相
馬
福
島
道
路
に
よ
る
地
域
発
展
に
期
待

桑折高架橋　完成イメージ
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議会活動状況報告　平成26年６月定例会以降

年 月 日 活   動   状   況 内　　容

26 6 17 全員協議会 6月定例会の議事日程等について、提案内容の説明

　 定例会本会議 一般会計、特別会計補正予算説明

総務文教厚生常任委員会 請願陳情調査、所管事務調査

産業建設水道常任委員会 請願陳情調査、所管事務調査

全員協議会
議案内容の説明、桑折町議会自由討議実施要項（案）の作成、桑
折町議会会議規則の一部改正　他

18 全員協議会 6月定例会（第２日）の議事日程等

定例会本会議 一般質問 4名

19 全員協議会 6月定例会（第３日）の議事日程等

定例会本会議
一般質問 2名、平成 25 年度予算繰越明許費について、一般社団法
人桑折町振興公社・福島地方土地開発公社の経営状況等報告

全員協議会 幼稚園適正配置検討委員会答申について

23 全員協議会 6月定例会（第７日）の議事日程等、意見書の提出について

定例会本会議
条例制定 1件、条例改正 6件、工事契約の一部変更 1件、補正予
算 3件、桑折町議会会議規則改正、請願 2件、陳情 6件、意見書
提出 4件について審議採決

25 全員協議会
議会報告会・議員との意見交換会の総括と今後の在り方について
他

「歴史まちづくり法」に基づく歴史まちづくり
勉強会

東北地方整備局　脇坂隆一氏による歴史的風致維持向上計画の策
定から認定までに関する説明

26 例月出納検査 定例監査

27 広報委員会 議会だより夏号の編集

30 広報委員会 議会だより夏号の編集

7 2 広報委員会 議会だより夏号の編集

3 政務調査会視察研修 再生可能エネルギーについての視察研修（群馬県吾妻郡中之条町）

4 政務調査会視察研修
歴史まちづくり法を活用したまちづくりについての視察研修（群
馬県甘楽郡甘楽町）

7 広報委員会 議会だより夏号の編集

8 伊達地方衛生処理組合仮設焼却炉安全祈願祭
伊達市に建設される仮設焼却炉の整備・保管・運営事業の安全祈
願

伊達地方衛生処理組合議会議員全員協議会
伊達地方衛生処理組合埋立地候補地の白紙撤回を求める陳情書の
取扱いについて協議

9 全員協議会
6月定例会の総括、政務調査会視察研修の総括、議員定数問題に
ついて　他

10 第 80 回全国町村議会広報研修会 広報委員会委員研修

11 第 80 回全国町村議会広報研修会 桑折町議会だよりのクリニック

15 議会運営委員会 第 8回臨時会の議事日程等

全員協議会 第 8回臨時会の議事日程、議案内容説明

第 8回桑折町議会臨時会
仮置場（成田馬場）設置工事請負契約、一般会計補正予算、桑折
町農業委員会委員の議会推薦について、原子力損害賠償請求に係
る支援に関する条例の制定について審議採決

15 第 9回伊達郡町議会議員大会 桑折町議会から 3件について要望書を提案

22 定期監査・決算審査 平成 25 年度予算に関する定期監査・決算審査

23 定期監査・決算審査 平成 25 年度予算に関する定期監査・決算審査

議会運営委員会 議会報告会のルール化について

24 定期監査・決算審査 平成 25 年度予算に関する定期監査・決算審査

25
平成 26 年第 3回伊達地方衛生処理組合議会臨
時会

第 3回臨時会の提出議案について

平成 26 年第 3回組合議会臨時会
専決処分、伊達地方衛生処理組合埋立地候補地の白紙撤回を求め
る陳情に関する特別委員会の設置及び陳情について

28 定期監査・決算審査 平成 25 年度予算に関する定期監査・決算審査

29 定期監査・決算審査 平成 25 年度予算に関する定期監査・決算審査

30 定期監査・決算審査 平成 25 年度予算に関する定期監査・決算審査

31 定期監査・決算審査 平成 25 年度予算に関する定期監査・決算審査

8 1 例月出納検査 定例監査

定期監査概況報告 定期監査・決算審査についての監査員講評

5 総務文教厚生常任委員会
介護保険法改正に伴う本町への影響、障害者福祉の現状と今後の
課題　他

8
相馬福島道路（復興支援道路）の建設促進につ
いての陳情等

町長・議長が、内閣府官邸、国土交通省、復興庁、農林水産省、
自民党本部を訪問・陳情

11 震災復興調査特別委員会
宅地除染の進捗状況及び今後のスケジュール（工業団地、防火水槽、
半田山自然公園等）、再生可能エネルギーの今後の推進について

18 議会運営委員会
議会報告会実施要項の策定について、議会基本条例の検討につい
て

年 月 日 活   動   状   況 内　　容

26 ８ 19 全員協議会
幼稚園適正配置説明会結果等についての調査・現地視察、議員定
数問題検討結果の周知について　他

20～21 藤田病院組合議会先進病院調査 先進病院視察研修（群馬県公立藤岡総合病院等）

25 議会運営委員会
第 9回定例会提出予定案件について、議会基本条例の具現化につ
いて

例月出納検査 定例監査

伊達郡町村議会議長会要望活動 福島県、東北地方整備局への要望活動

26 福島地方水道用水供給企業団 8月議会定例会 平成 26 年度補正予算、平成 25 年度決算認定

27 町村議会正副議長・事務局長研修会
講演　「これからの町村議会」辻琢也氏、「これからの政局・政治
の行方」岩田公雄氏

伊達地方消防組合議会先進地調査
防災学習施設、防災拠点施設としての機能設計・整備された公園
の視察

28 伊達地方消防組合議会先進地調査
国内屈指の研究環境「無公害消火実験場」、地底 50 ｍを流れる世
界最大級の地下放水路の視察

9 2 全員協議会 9月定例会の議事日程等について、提案内容の説明

定例会本会議
平成 25 年度一般会計・特別会計・水道事業会計決算認定総括説明、
財政健全化比率・資金不足比率報告、決算審査結果報告

3 全員協議会 第 9回定例会（第２日）の議事日程等

定例会本会議 一般質問

4 全員協議会 第 9回定例会（第３日）の議事日程等

定例会本会議
一般質問、平成 25 年度一般会計、特別会計、水道事業会計決算認
定説明

5 全員協議会 第 9回定例会（第４日）の議事日程等

定例会本会議 補正予算 4件、固定資産評価委員、教育委員の選任審議採決

8 全員協議会 第 9回定例会（第７日）の議事日程等

定例会本会議 決算認定所管別質疑（総務文教厚生常任委員会）

9 全員協議会 第 9回定例会（第８日）の議事日程等について

定例会本会議 決算認定所管別質疑（産業建設水道常任委員会）

10 全員協議会 第 9回定例会（第９日）の議事日程等について

定例会本会議 平成 25 年度一般会計決算認定審議採決

12 全員協議会 第 9回定例会（第１１日）の議事日程等について

定例会本会議
平成 25 年度特別会計・水道事業会計決算認定審議採決、追加議案
審議採決（都市計画マスタープラン、陳情 3件、意見書 4件、議
会議員の派遣について）

「
桑
折
町
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
」の
配
布
に
つ
い
て
の
お
詫
び

「
桑
折
町
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
」の
配
布
に
つ
い
て
の
お
詫
び

・ 

８
月
末
、各
世
帯
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
９
月
定
例
会
の「
桑
折
町
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

に
つ
い
て
、
落
丁
物
が
多
数
あ
り
、
町
内
会
長
及
び
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
多
大
な
る
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
の
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
万
が
一
、
議
会
か
ら
の
配
布
物
に
つ

い
て
、
落
丁
物
及
び
配
布
数
不
足
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
再
配
布
に
伺
い
ま
す
の

で
、
議
会
事
務
局（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
5
8
2

－

2
1
1
3
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

・ 

№
97〝
夏
号
〞
の
表
紙
は〝
睦
合
幼
稚
園
〞、
Ｐ
18
衛
生
処
理
組
合
の
26
年
度
予
算
額
合
計

は
５
，
７
１
１
万
円
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

平
成
26
年〝
春
号
〞
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
た
。

総
合
評
価
で
は
、

・ 

強
い
見
出
し
の
設
定
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
編
集
紙

面
で
あ
る
。

・ 

写
真
や
グ
ラ
フ
・
表
組
み
な
ど
を
使
う
こ
と
で
紙
面

の
視
覚
化
に
挑
び
訴
求
力
の
あ
る
紙
面
で
あ
る
。

等
の
評
価
を
得
、
大
き
な
見
直
し
の
指
摘
は
さ
れ
な

か
っ
た
。
が
、
住
民
視
点
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
特

に
質
疑
応
答
の
編
集
に
関
し
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

親
切
な
紙
面
作
り
や
、
読
者
の
可
読
性
に
欠
け
た
部
分

等
の
注
意
を
受
け
た
。
研
修
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
ご
指

導
を
頂
い
た
こ
と
を
早
速
今
回
の〝
秋
号
〞
編
集
か
ら

取
り
入
れ
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
、
読
み
や
す

い
紙
面
を
目
指
し
努
力
・
工
夫
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
良

い〝
議
会
だ
よ
り
〞
が
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
80
回
全
国
町
村
議
会

広
報
研
修
会
か
ら
7月10日

広
報
委
員
会

メ
ン
バ
ー
チ
ェ
ン
ジ

私
た
ち
が
一
年
間

担
当
し
ま
す
。

委　員委　員

松山 善二松山 善二
委　員委　員

平井 國雄平井 國雄

委員長委員長

川名 静子川名 静子
副委員長副委員長

羽根田八千代羽根田八千代
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■広報委員会

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　羽根田　八千代

委員　平　井　國　雄

委員　松　山　善　二

編　集　後　記

　稲穂も黄金色に輝き実の秋を迎えました

が、素直に喜んでばかりはいられません。昨

今、米の重要性が軽んじられているような気

がしてならないからです。

　昔から、一人前になる事を「ひとりでまん

ま食えるようになった。」などと言っていま

した。それほど米は生活とは切っても切れな

い大切な物であったはずなのです。それが今

はどうでしょうか。ある調査では朝食にパン

を食べている人は、ごはんを食べる人を上

回っていました。時代でしょうか。我町も変

化をおそれず自分達で発展させて行く気概を

持って〝がんばっぺ〟

平　井　國　雄

～がんばっぺ～

こおりまち
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特別委員会設置

……………

9月定例会

早期計画に基づいた公共施設管理を
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建設促進に関する意見書

（一般質問・６名登壇）……………………
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議
員
定
数
問
題
調
査

特
別
委
員
会
設
置

　

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
町
民
の
声
に
答
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
今
！

　

以
前
よ
り
協
議
中
で
あ
っ
た
定
数
問
題
に
つ
い
て
、
５
月
に
開
催

さ
れ
た「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」後
更
に
議
論
が
深
ま
っ
た
。

　

議
会
は
、
９
月
に
各
議
員
の
意
見（
要
約
）「
特
別
号
」を
発
行
し
、

広
く
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
頂
き
全
員
協
議
会
で
議
論
し
た
結
果
、

全
会
一
致
で
臨
時
会
開
催
を
求
め
９
月
29
日
臨
時
会
に
至
り
、
委
員

会
が
設
置
さ
れ
た
。

（
第
10
回
臨
時
会
Ｐ
17
参
照
）

※ 「
議
員
定
数
問
題
を
考
え
る
」特
別
号
に
多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
員
定
数
問
題
調
査

特
別
委
員
会
設
置


